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祭である。毎年１月３日に山中八幡宮にて. 乍納り

れる。

　原作を願うこの祭り' i-室町時代の｡人水墨川（1

5 2 1年から2 8年）ごろから始められたヒいおれ，

演技や動作は少なく，純朴な祝い唄が中心で，穀物

の川殖と発育の願いがこめられている｡内容は，歌

詞と所作にわかれ，歌詞は. fifi^）品睡，もみまき，

苗収り. 稲刈り，早乙女などを歌い，所作は. Illご

ね，稲刈り，稲穂の運搬を表現する。
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再
度
私
は
親
愛
な
る
岡
崎
市
の
友
人
に
新
年

の
メ
。
セ
ー
ジ
を
お
送
り
す
る
こ
と
を
喜
ん
で

お
り
ま
す
。
‐
本
と
ス
ウ
エ
１
デ
ン
と
の
距
離

は
非
常
に
遠
く
お
互
い
に
訪
問
し
介
う
こ
と
は

閑
難
で
す
。
し
か
し
、
皆
様
は
私
た
ち
が
、
日

木
の
姉
妹
都
市
と
そ
の
市
民
の
こ
と
を
忘
れ
て

は
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
確
信
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
岡
崎
の
代
表
の
人
々
が
訪
問
さ
れ

た
時
の
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
訪
問
さ
れ
た

時
、
数
日
間
一
緒
に
楽
し
い
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。
私
た
ら
は
決
し
て
あ
な
た
方
を
忘
れ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
友
情
は
輿
に
私

た
ち
の
心
の
巾
に
根
ざ
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

友
悄
の
美
し
い
花
は
な
お
も
成
長
し
、
永
遠
の

事
実
の
象
徴
と
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
私
た

ち
は
、
互
に
愛
し
な
い
常
に
遠
く
は
な
れ
た
岡

崎
市
民
が
最
良
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
願
っ
て
い

en l|

　ダ

ま
す
。

　
そ
れ
は
、
人
間
の
感
情
で
あ
り
、
平
和
と
調

和
の
根
本
的
基
礎
で
あ
り
ま
す
。

　
今
、
私
た
ち
は
一
九
七
三
年
の
ス
タ
ー
ト
に

立
っ
て
お
り
、
私
た
ち
の
思
い
は
、
岡
崎
の
友

人
の
も
と
に
向
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
私
た

ち
は
お
の
ず
と
未
米
に
つ
い
て
考
え
を
め
ぐ
ら

し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
新
し
い
年
が
非
常
に
幸
運
で
あ

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

、
新
し
い
年
は
岡
崎
市
民
各
位
あ
る
い
は
優
れ

た
指
導
者
に
と
っ
て
健
康
と
繁
栄
に
満
ち
満
ち

た
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
、

　
あ
ら
ゆ
る
単
純
な
思
考
は
小
さ
な
炎
に
似
て

お
り
多
く
の
炎
が
集
ま
れ
ば
、
冷
た
く
暗
い
世

界
を
暖
め
、
光
を
与
え
る
大
き
な
炎
と
な
る
で

し
ょ
う
。
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岡
崎
市
は
、
さ
る
四
十
三
年
　
入
　
選

ｙ
九
月
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ウ
ッ

｛
デ
バ
ー
ラ
巾
と
姉
妹
都
市
提
携

｀
を
結
ん
で
か
ら
こ
と
し
で
五
年

ｙ
ろ
’
島
メ
マ
、
ヵ
ｇ
。
こ
～
Ｌ
ｌ
ｊ
自

″

目
を
迎
え
、
よ
り
い
っ
そ
う
の

"｡い｀･〆り､･'^゛≪,≪－.'りl､ら、，*｀^｀*/，八,*'゛^'"，ゝ｀・."･〃'*ゝ｀^°・，･－*'・，

市
の
児
童
や
生
徒
の
作
品
を
交

換
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
、
市
内
小
、
中
学

生
の
児
童
、
生
徒
の
み
な
さ
ん

か
ら
、
行
小
、
名
所
、
産
業
、

　
水
越
元
彦
（
甲
山
申
一
年
）

は
じ
め
二
十
七
名

▽
小
学
校
高
学
年
の
部

第
一
位
「
木
の
上
に
す
む
日
本

第
二
位
「
も
ち
っ
き
」

　
神
谷
礼
子
　
欠
作
南
小
四
年

第
三
位
「
造
船
」

　
巾
根
　
博
　
井
田
小
四
年

生
活
な
ど
を
描
い
た
作
品
が
千
　
人
　
選

二
百
余
点
も
応
募
さ
れ
、
審
査
　
　
足
立
善
宏
（
梅
園
小
六
年
）

の
の
ち
、
つ
ぎ
の
み
な
さ
ん
の
　
　
は
じ
め
四
十
四
名

作
品
な
ど
百
点
を
送
り
親
善
を
　
　
▽
小
学
校
低
学
年
の
部

｛
【
Ｉ
吋
匂
ｔ
ａ
邱

（
第
一
位
「
灯
範
を
つ
く
る
父
」

'，.｀%#･､･り／･･･.へ･／*,い^^｀‘

深
め
ま
し
た
。

　
交
歓
入
選
作
品

▽
中
学
校
の
部

　
市
川
道
春
　
岩
津
中
一
年

第
二
位
「
石
屋
さ
ん
」

第
一
位
「
う
し
」

　
の
だ
ひ
で
み
　
男
川
小
一
年

第
二
位
「
く
じ
ゃ
く
」

　
倉
橋
美
那
子
　
辿
に
、
小
一
年

第
三
位
「
は
な
び
大
会
」

　
柴
田
啓
司
　
岡
崎
小
一
年

梅
本
　
薫
　
矢
作
中
一
年
　
　
人
　
選

第
三
位
「
大
樹
寺
の
山
門
」

　
近
藤
尚
子
　
葵
中
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
つ
じ
は
る
み
（
根
石
小
一
年
）

は
じ
め
二
十
名
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　　　　　　　　　　　　　　12月中交通事故発生状況　　　　　　　　　　　　　火災・救急出動状況

遍ヽヤ 件数 ゛暫聚９壁

火

災

12月中1　27 8.525 246

4jl゛らぷ，220 56,874 3.649

救

急

12月中，　　　　　212件
1 a¨引　　　　2.373件

嘉剰

(岡崎警察署管内)

死　亡１重　傷ｉ軽　傷１

tvuf*ー■こｰに二件数人員|件･人員|件数人ａ
235| 360 167104　　144

3,972;2.1,47212.103 2,241
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謹
し
ん
で
ご
逝
去
を

　
　
　
お
悼
み
申
し
上
げ
ま
す

岡
崎
市
名
誉
市
民
（
前
市
長
）

　
　
太
田
光
二
氏
（
じ
十
こ
才
）

　
自
宅
療
養
中
の
と
こ
ろ
、
昭
ら
昭
和
三
十
四
年
四
月
ま
で
十
長
公
副
会
長
、
‐
私
消
防
協
会

和
四
十
八
年
一
月
じ
日
午
前
九
九
年
じ
力
月
愛
知
県
議
公
議
Ｕ
剛
公
艮
、
愛
知
県
市
長
会
長
、

時
三
十
分
脳
卒
中
に
よ
り
逝
去
と
し
て
県
政
の
発
展
に
は
力
、
曖
知
県
治
水
砂
防
協
公
副
公
長

さ
れ
ま
し
た
。
縄
し
ん
で
お
知
昭
和
二
十
五
年
八
月
か
ら
昭
和
等
に
就
任
し
、
各
方
面
で
指
導

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
二
十
六
年
四
‥
川
ま
で
県
議
会
議
的
役
割
を
果
た
し
都
巾
行
政
の

　
太
田
光
二
氏
の
略
歴
　
　
　
長
に
就
任
し
、
新
地
方
自
治
制
向
Ｌ
に
貢
献
し
た
。

　
明
治
三
十
三
年
三
月
二
十
‐
度
の
確
ぴ
Ｉ
、
町
村
介
併
の
促
　
昭
和
四
十
六
年
五
川
一
目

額
田
郡
下
山
村
に
生
ま
れ
る
。
進
、
中
部
経
済
圏
繁
栄
の
基
礎
　
市
長
を
退
任
す
る
。

　
　
　
　
昭
和
じ
年
十
月
か
ら
昭
和
二
造
り
に
寄
与
し
た
．

一
十
六
年
四
月
ま
で
十
八
年
六
ヵ
　
　
昭
和
三
十
四
年
五
月
二
目
岡

月
を
岡
崎
市
議
会
議
員
と
し
て
崎
巾
第
し
代
巾
長
に
就
任
、
以

巾
政
に
参
画
、
特
に
昭
和
二
十
来
三
間
十
二
年
に
わ
た
り
巾
政

三
年
五
月
か
ら
昭
和
二
十
六
年
の
進
艇
と
住
民
の
陥
祉
増
進
に

四
月
ま
で
巾
議
会
議
長
と
し
て
努
め
た
。
特
に
工
場
誘
致
、
文

戦
災
復
興
土
地
区
画
整
理
小
業
化
教
育
施
設
の
廸
設
、
都
市
間

の
推
進
に
努
め
、
地
方
自
治
の
発
、
福
祉
行
政
の
充
火
等
に
大

進
展
と
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
き
な
楽
績
を
残
し
伝
統
あ
る
私

寄
与
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
巾
の
鯉
設
に
寄
与
し
た
。
政
治

　
ま
た
、
昭
和
十
四
年
九
月
か
生
活
四
十
年
、
こ
の
間
令
閥
巾

昭
和
ニ
十
六
年
じ
月
一
‐

布
巾
功
労
片
と
な
る
．

昭
和
三
十
三
年
三
月
し
‐

藍
綬
褒
章
を
受
く
．

昭
和
三
十
四
年
四
月
十
八
‐

曖
知
県
政
功
労
者
と
な
る
‘
．

昭
和
四
十
五
年
四
丿
二
十
九

Ｉ－勲
三
等
瑞
宝
章
を
受
く
．

昭
和
四
十
六
年
じ
月
一
‐

岡
崎
市
名
誉
市
民
に
推
挙
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
昭
和
二
十
四
年
に
法
降
寺
金
　
　
て
お
り
ま
す
。

堂
が
焼
失
し
た
こ
の
日
を
毎
年
　
　
木
市
に
お
い
て
も
こ
の
日
を

文
化
財
防
火
デ
ー
と
し
て
、
令
　
巾
心
に
つ
ぎ
の
と
お
り
諸
行
小

国
的
に
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
　
を
行
な
い
ま
す
。

る
た
め
、
防
火
運
動
を
火
施
し
　
　
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も
、
つ

　
特
別
立
入
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
九
時

と
　
き
　
一
月
二
十
三
日
（
火
）
　
と
こ
ろ
　
六
所
神
社
（
明
大
寺

と
こ
ろ
　
隠
山
寺
・
沌
山
東
照
　
　
　
　
　
町
）
・
真
如
な
（
真
Ｍ

　
　
　
肖
・
大
樹
寺
・
真
柵
　
　
　
　
寺
町
）

　
　
　
な
・
信
光
明
寺
・
伊
賀
　
　
な
お
、
訓
練
場
所
付
近
一
彬

　
　
　
八
幡
宮
　
　
　
　
　
　
　
　
を
消
防
小
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

と
　
き
　
一
月
二
十
四
日
（
水
）
　
し
、
赤
色
灯
を
つ
け
て
走
り
ま

と
こ
ろ
Ｌ
呂
八
幡
宮
・
Ｌ
地
　
す
か
ら
、
実
火
災
と
ま
ち
が
え

　
　
　
八
幡
肖
・
六
所
神
社
ヽ
　
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
･
>

　
　
　
妙
源
か
・
岡
崎
城
　
　
　
　
ま
た
、
消
防
小
が
放
水
を
い

　
消
防
訓
練
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
し
ま
す
の
で
、
と
こ
ろ
に
よ

と
　
き
　
一
月
二
十
六
‐
（
倣
）
　
り
水
道
の
水
が
に
ご
る
お
そ
れ

ぎ
の
こ
と
に
ご
留
意
の
う
え
、

文
化
財
保
護
に
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
必
要
な
水

は
あ
ら
か
じ
め
準
備
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
重
点
目
標

圏
文
化
財
付
近
で
、
た
き
火
を

し
た
り
喫
煙
す
る
こ
と
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

・
子
ど
も
の
火
遊
び
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

・
文
化
財
に
火
災
が
発
生
し
た

と
き
、
付
近
に
い
る
人
は
災
害

防
止
に
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

火
事
と
救
急
は
　
一
　
一
九
番
へ
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参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
々
‥

あ
な
た
も

｛
‐
目
‥
｝id)圓國報團添酒

参加者募集・・ま－11

―
一

日程および見学施設等

込
み
く
だ
さ
い
　
（
お
二
人
ま

で
、
連
名
で
応
募
で
き
ま
す
）
。

　
申
込
み
期
限
　
ど
の
コ
ー
ス

も
、
実
施
日
の
十
日
前
（
当
‐

消
印
有
効
）
ま
で
。

　
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

名
古
屋
市
中
区
Ｅ
の
丸
三
丁
目

一
番
二
号
・
〒
四
六
〇
・
愛
知

県
広
報
室
県
政
教
室
係
・
電
話

　
（
Ｏ
五
二
）
九
六
一
局
二
一
一

　
一
番
・
内
線
二
五
七
八
番
。

　
決
　
定
　
定
員
を
こ
え
た
場

合
は
、
抽
せ
ん
に
よ
り
決
定
の

う
え
、
応
募
者
に
通
知
し
ま

す
。

に
ヽ
第
一
゛
第
二
希
望
日
ヽ
住
　
－
．

所
、
氏
名
、
年
令
、
職
業
、
電
　

】

話
番
り
を
記
入
の
う
え
ヽ
お
巾
゜
‘

　
み
な
さ
ん
、
ご
ぞ
ん
じ
で
す

か
。

　
愛
知
県
で
は
、
県
の
什
小
や

施
設
を
、
県
民
の
み
な
さ
ん

に
、
直
接
、
見
学
し
て
い
た
だ

き
、
県
政
に
つ
い
て
、
理
解
と

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
昨
年
の
じ
月
か
ら
、
毎

月
、
無
料
観
光
バ
ス
に
よ
る

「
走
る
県
政
教
室
」
を
実
施

し
、
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　
引
き
続
き
本
年
一
‥
月
か
ら
三

月
ま
で
の
「
走
る
県
政
教
室
」

を
次
の
と
お
り
火
施
し
ま
す
の

で
、
ご
家
族
や
お
友
達
同
志
、

ま
た
、
ご
近
所
の
か
た
が
た
と

ご
い
っ
し
ょ
に
、
お
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
　
象
一
両
十
八
才
以
上

で
、
県
内
に
住
ん
で
い
る
か

た
（
こ
れ
ま
で
に
参
加
し
た
か

た
は
、
応
募
で
き
ま
せ
ん
）
。

　
参
加
料
　
無
料
（
集
合
地
ま

で
の
往
復
交
通
費
と
昼
食
は
、

参
加
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
き

ま
す
）
。

　
申
込
み
方
法
　
官
製
は
が
き

瀬戸市の愛知県窯巣専修職巣訓練校を熱心に見学する「走る県政教室」

参加のみなさん

●Bコース

定員・各コースとも１日100名（バス２台）

●Aコース　23日（火）・24日（水）午前lO時～午後４時

　　　　　　県庁（10:00発）→県警本部庁舎（10:05）-）愛知青少年公園（12:05）^県庁（16:00着）

・Ｂコース　3o日(火）・31日（水）午B1I9時30分～午後４時

　　　　　　豊橋駅西口（9 :30発）^第二青い鳥学園（10:00）-^愛知青少年公園（12:00）-^豊橋駅西口（16:00着）

定員・各コースとも1 日100名（バス２台）

●Aコース　19日（月）・20日（火）午前10時～午後４時

　　　　　　県庁（10:00発）→県警本部庁舎（10:05）^愛知青少年公園（12:05）→県庁（16:00着）

26日（月）・27日（火）午前g時so分～午後４時

酉三河事務所（9 :30発）→第二青い鳥学ISilO:50）-愛知青少年公園（12:00）→西三河事務所（16:00着）

定員・Ａコース１日100名(バス２台）・Ｂコース1「1 150名（バス３台）

●Aコース　15日（木）・16口（金）午前９時30分～午後４峙30分

　　　　　　豊橋駅西口(9:30発）→警察学校（11:30）->心身障害者コロニー（12:40）-*豊橋駅西口（16:3o粁

・Ｂコース　29ロ（木）・30日（金）午前lO時～午後４時30分

　　　　　　県庁（10:00発）→警察学校（11:00）-≫"心身障害者コロニー（12:50）^県庁（16:30着）
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生活設計の一例（ライフ・サイクルの図）　家族構成夫婦l男１女

｀
一
ｙ
Ｌ
ｙ
ド
Ｓ
心
ド
ヅ

ハ
ツ
ｉ
蕩

　
わ
た
く
し
た
ち
の
く
ら
し
は

経
済
の
高
度
成
長
に
と
も
な
う

社
会
変
動
に
よ
り
、
大
き
く
変

夫の年令 !6 n 2)29?31 323334リ6 3?3ﾘ9 ?4i 4ﾘ り5 (6 474K？f 5!5263514ss 5651SB59
? ﾘ2 63

時　期

基礎　　　活　動　期　　　　　　　　　　安定期

　確立期　　（子女育成の時期）{子女独立の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吽刈）

夫と私
応tii　山　　　　　　　　　　　　数　・

婚産　産　　　　　　　　　　　　　驚　年

長　男

：　　：：　　　：　：　　ｔ　　：　　　：

誕　　幼小　　　中高　大　　就　　結

　　　入稚学入　　学校　学
生　園園杖学　　入入　入　　職　　婚

　　　　　　　　　　学学　学　　　　　27歳

長　女

誕　幼小　　中　鳥　短短　結

　　入稚学入　学　校　大大
生　mis 校学　　人　入　人卒　婚

　　　　　　　　学　学　学業　23歳

で
個
人
を
中
心
と
す
る
生
活
設

計
（
余
暇
の
す
ご
し
方
な
ど
）

も
含
め
て
、
総
合
的
な
生
活
設

計
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

(
≪
/
生
活
設
計
の
た
て
方

ク
ル
で
そ
の
突
現
の
た
め
の
方
　
四
　
自
分
の
家
庭
に
ポ
イ
ン
ト

法
を
考
え
る
こ
と
、
つ
ま
り
ボ

ー
ナ
ス
プ
ラ
ン
の
問
題
で
す
。

⑧
生
活
設
計
の
ポ
イ
ン
ト

ー
　
生
活
設
計
は
、
物
質
面
の

　
み
迫
わ
ず
、
人
間
中
心
の
設

計
を
考
え
る
こ
と
。

一

一

　
生
活
設
計
は
、
早
け
れ
ば

早
い
ほ
ど
容
易
に
な
る
も
の

で
あ
り
、
家
庭
の
条
件
や
社

会
情
勢
に
応
じ
て
修
正
し
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
。

　
家
庭
は
、
ふ
つ
う
次
の
よ
う
　
三
　
現
火
の
生
活
の
充
実
を
蟻

な
形
を
と
っ
て
進
行
し
、
成
長
　
　
牲
に
す
る
こ
と
な
く
将
来
に

し
て
い
き
ま
す
。

　
・
結
婚
期
・
子
供
の
出
生
期

・
ｆ
供
の
教
育
則
・
子
供
の
独

立
期
・
老
後
期
、
勤
労
者
の
場

合
に
は
、
家
庭
生
洒
の
出
発
点

か
ら
、
吐
帯
主
の
活
躍
期
を
経

て
、
停
年
退
職
、
老
後
と
続
く

流
れ
の
な
か
で
収
入
も
支
出
も

巾
年
期
を
ピ
ー
ク
と
し
て
サ
イ

ク
ル
状
を
な
し
ま
す
。
生
活
設

計
は
、
こ
の
よ
う
な
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
に
従
っ
て
変
化
す
る
生

洒
に
あ
わ
せ
た
、
合
理
性
を
要

求
さ
れ
る
の
で
す
。

　
生
活
設
計
に
は
、
短
期
と
長

則
の
二
つ
が
必
要
で
す
。
短
期

生
活
設
計
と
は
、
一
ヵ
月
と
い

う
サ
イ
ク
ル
で
考
え
た
生
活
予

算
の
配
分
を
い
い
ま
す
。
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
家
庭
の
場
合
な
ら
毎

月
の
サ
ラ
リ
ー
プ
ラ
ン
の
問
題

で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
長
期
生

活
設
計
は
、
一
年
と
い
う
サ
イ

備
え
る
こ
と
。

　
を
お
き
、
他
人
の
生
活
を
気

　
に
し
て
、
見
え
買
い
な
ど
し

　
な
い
こ
と
。

五
　
食
費
と
教
養
娯
楽
費
は
、

　
健
康
保
持
と
豊
か
な
人
間
と

　
な
る
た
め
に
必
要
な
の
で
、

　
き
り
つ
め
な
い
こ
と
。

六
　
一
定
の
収
人
部
分
は
な
い

　
も
の
と
思
い
貯
蓄
率
と
消
費

　
率
を
き
め
て
生
活
し
、
使
う

　
べ
き
と
き
は
、
ケ
チ
ケ
チ
し

　
な
い
こ
と
。

七
　
収
人
の
薔
積
は
安
全
で
有

　
利
な
も
の
を
辺
ぶ
こ
と
。

♂｀･，

化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
、
過
去
数

年
間
に
、
大
都
市
へ
の
人
口
槃

中
の
激
化
に
よ
る
過
密
、
過
疎

を
ま
ね
き
、
ま
た
、
核
家
族
化

の
進
行
、
地
域
連
帯
感
の
喪
失

な
ど
数
多
く
の
社
会
変
化
が
み

ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に

周
囲
の
変
化
に
ま
ど
わ
さ
れ
ず

自
分
自
身
の
生
活
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
新
し
い
年
の
始
め
に
生

活
般
計
を
考
え
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
、

ｊ
生
活
設
計
と
は

　
わ
た
く
し
た
ち
の
生
活
は
、

出
生
、
成
長
、
成
熟
、
老
烈

死
と
い
う
よ
う
に
自
然
現
象
の

而
も
あ
り
ま
す
が
、
結
婚
年
令

家
族
形
態
、
家
族
計
画
、
家
計

労
働
、
余
暇
生
洒
な
ど
人
為
的

な
意
志
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る

而
も
多
い
の
で
、
わ
た
く
し
た

ち
の
理
想
や
希
望
を
お
り
こ
ん

だ
家
族
の
未
米
像
を
想
定
し
て

こ
れ
に
従
っ
て
計
画
的
な
生
活

を
し
よ
う
と
い
う
の
が
生
活
設

計
で
す
。
生
活
設
計
と
い
う
場

合
は
、
家
庭
と
い
う
一
つ
の
グ

ル
ー
プ
の
生
活
方
法
、
あ
る
い

は
家
計
そ
の
も
の
を
考
え
る
の

が
普
通
で
す
が
、
そ
れ
と
並
ん

.*゜●.へi
.へ･

･､〃、.●｀●ノ●●.●゜％^゛･●●へ．●｀●.、
二・●●｀●.八.●゛|

拠
出
年
金
の
支
払
期
月
が
変
わ
り
ま
す

国
民
年
余
の
年
金
給
付
は
、

一
年
分
を
四
則
に
分
け
て
、

毎
年
二
月
、
五
月
、
八
月
、

十
一
月
に
、
そ
の
前
月
ま
で

の
三
ヵ
月
分
が
支
払
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
、
こ

の
支
払
月
が
毎
年
三
月
、
六

月
、
九
月
、
十
二
月
に
変
更

さ
れ
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

な
お
、
今
回
の
二
月
期
支
払

は
、
変
更
後
の
三
月
期
支
払

分
を
あ
わ
せ
て
十
一
月
、
十

二
月
、
一
月
お
よ
び
二
月
の

四
ヵ
川
分
を
支
払
い
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
っ
て
、
次
の
支
払
い
は
、

六
月
に
三
月
、
四
月
お
よ
び

五
月
の
三
ヵ
月
分
を
支
払
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
国
保
年

金
課
年
金
係
（
電
話
二
三
局

六
一
七
一
番
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

償却資産の申告期

限は１月31日です

'°%･●●･.゜S^°●●●･"Srf●゜●･●卜●･●.へ･●゜●,心.,●゜●／･･･｀゜^･｀.1

　償却資産の巾告はお済

みになりましたか。まだ

巾告書を提出していない

かたは、申告期限までに

必ず巾告してください。

　正当な理由がなくて巾

inしなかった時には３万
円以下の過料に処せられ

る場合がありますから、

ご注意ください。

　なお、巾告などくわし

いことは資産税課償却資

産係(電話23局6094番)へ

お問い合わせください。
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り
‥
腰
痛
を
防
ぐ
た
め
の
運
動
ぴ
‥

⑥
　
ま
め
に
身
体
を
動
か
し
て
足
を
き
た
え
よ
う

　
腰
が
弱
い
か
ら
と
い
っ
て
膿
を
叩
い
た
り
、

か
ら
だ
を
反
ら
せ
る
コ
ソ
ク
な
手
段
で
は
ど
う

に
も
な
り
ま
せ
ん
。
基
本
的
に
は
腰
を
支
え
る

足
を
強
く
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
足
は
い
く
ら
鍛
え
て
も
鍛
え
す
ぎ
る

こ
と
は
な
い
の
に
、
そ
の
足
を
使
う
機
会
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
現
代
で
は
、
こ
と
あ
る
ご
と

に
″
歩
く
″
と
い
う
運
動
を
ま
め
に
行
な
う
こ

と
で
す
。
こ
の
わ
か
り
き
っ
た
こ
と
が
で
き
な

い
結
果
が
、
腰
痛
と
い
う
悲
劇
を
生
ん
で
い
る

の
で
す
。

　
身
休
を
動
か
さ
な
い
た
め
に
赳
こ
る
心
臓
病

を
ぞ
く
に
″
文
明
病
〃
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、

‐
本
で
は
足
を
動
か
さ
な
い
た
め
に
起
こ
る
文

明
病
の
な
か
に
、
も
う
ひ
と
つ
腰
痛
を
加
え
て

も
よ
い
ほ
ど
、
腰
痛
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
。
フ

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
腰
痛
と
Ｉ
目
に
い
っ
て

も
、
そ
の
極
類
は
い
ろ
い
ろ
で
あ
り
、
腰
の
筋

（１）

肉
の
使
い
過
ぎ
も
原
囚
に
な
る
こ
と
は
、
ス
ポ

ー
ツ
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
者
に
腰
痛
を
訴
え

る
片
が
多
い
と
い
う
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
ま

｜

す
が
、
最
近
腰
痛
は
、
む
し
ろ
身
体
を
使
わ
な

い
た
め
、
と
く
に
足
を
使
わ
な
い
た
め
に
足
の

筋
力
が
落
ち
、
必
然
的
に
膿
の
筋
肉
も
弱
っ
て

く
る
た
め
、
ほ
ん
の
少
し
の
無
理
な
姿
勢
、
力

の
使
い
方
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
、
ギ
。
ク
リ
腰

⑧

な
ど
の
腰
痛
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
え
ま

し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
腰
痛
防
止
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
迎
勁
の
火
際
を
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
、

姿
勢
の
チ
ェ
ッ
ク
を
忘
れ
ぬ
こ
と

た
だ
歩
い
て
も
、
腰
痛
防
山
と
い

　
　
　
　
　
う
観
点
か
ら
は
い
ま

　
　
　
　
　
ひ
と
つ
も
の
足
り
ま

　
　
　
　
　
せ
ん
。
そ
れ
は
″
歩

　
　
　
　
　
く
姿
勢
〃
で
す
、
仕

　
　
　
　
　
ｊ
の
と
き
の
作
業
姿

　
　
　
　
　
勢
と
と
も
に
、
歩
く

　
　
　
　
　
と
き
は
絶
え
ず
自
分

　
　
　
　
　
の
姿
勢
は
恋
い
の
だ

　
　
　
　
　
と
い
う
こ
と
を
考
え

　
　
　
　
　
て
姿
勢
を
チ
エ
。
ク

　
　
　
　
　
す
る
こ
と
を
習
慣
づ

　
　
　
　
　
け
る
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
そ
の
た
め
に
は
、
足
で
歩
か

　
　
　
　
　
ず
腰
で
歩
く
気
持
ち
を
忘
れ
な

　
　
　
　
　
い
こ
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
膿

ゝ

を
斜
め
前
（
ま
た
は
上
）
に
浮
か
す
よ
う
な
気

持
で
歩
く
こ
と
。
こ
の
二
つ
を
注
意
す
る
こ
と

で
す
。
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●

腰
痛
防
止
の
運
動
を
毎
日
続
け
る
こ
と

　
身
体
の
疲
れ
は
腰
に
た
ま
っ
て
、
だ
る
く
、

重
苫
し
く
感
ず
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ひ
ど
け

皿匹二匹二言）

れ
ば
、
腰
を
叩
い
た
り
、
腰
を
ま
わ
し
た
り
、

と
き
に
は
、
腹
ば
い
に
な
っ
て
腰
の
辺
り
を
強

　
首
の
後
ろ
で
指
を
細
み
足
を
左
右
に
聞
い
た
姿
勢
か

ら
、
背
す
じ
を
伸
ば
し
た
ま
ま
ゆ
っ
く
り
腰
を
落
と
し
、

そ
の
ま
ま
の
姿
勢
で
元
に
戻
し
ま
す
．

４
ぷ

　
首
の
後
ろ
で
指
を
組
み
、
ゆ
っ
く
り
と
身
体
を
横
に
ま

げ
、
ひ
じ
が
膝
に
つ
く
よ
う
に
が
ん
ぱ
り
ま
す
。
左
右
二

剛
ず
つ
。

f＼

ｆ
″

‘

　
片
足
を
大
き
く
前
に
踏
み
だ
し
、
腰
に
丁
を
と
っ
て
、

膝
の
は
ず
み
を
使
っ
て
Ｌ
体
を
反
ら
せ
ま
す
。

く
抑
し
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
す
、
川
が
凝
る
と

首
を
ま
わ
し
た
り
、
肩
を
叩
く
の
と
同
じ
対
症

療
法
で
す
が
、
つ
ぎ
に
曜
日
ご
と
に
行
な
う
膿

痛
防
止
の
運
動
を
並
べ
て
お
き
ま
す
か
ら
、
朝

　
腰
に
手
を
当
て
左
右
、
あ
る
い
は
斜
め
前
へ
と
強
く
腰

を
押
し
だ
し
、
気
持
よ
く
感
ず
る
所
を
ｍ
点
的
に
行
な
い

ま
す
。
同
じ
く
膿
に
于
を
当
て
腰
を
小
さ
く
、
と
き
に
は

大
き
く
ま
わ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
↑

２
　
ｉ

ﾐii

ご

は
歯
を
み
が
く
前
に
、
昼
は
休
み
時
間
、
夜
は

入
浴
前
に
そ
れ
ぞ
れ
一
分
ず
つ
行
な
っ
て
く
だ

さ
い
。
昼
の
運
動
だ
け
は
各
曜
日
と
も
共
通
で

す
。

　
あ
お
向
け
に
寝
て
、
両
膝
を
立
て
、
で
き
る
だ
け
高
く

膿
を
も
ら
あ
げ
て
お
ろ
し
ま
す
。

両
足
を
そ
ろ
え
て
で
き
る
だ
け
高
く
も
ち
上
げ
て
お
ろ
し

ま
す
。
で
き
れ
ば
上
体
を
完
全
に
起
こ
し
、
で
き
な
い
ひ

と
は
、
反
動
を
使
っ
て
で
も
起
き
ら
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
が

ん
ば
り
ま
す
．

･ｋ
ａ又八、

うぶと



Q
-

お
出
・
か
ご
け
１
１
に
μ
戸
締

毎
月
十
五
日
を

　
　
　
　
「
防
犯

　
岡
崎
警
察
桝
竹
内
の
一
般
犯

罪
の
発
生
は
、
総
数
千
几
百
じ

十
件
（
一
月
～
十
一
月
）
で
、

前
年
同
期
の
二
千
百
二
十
四
件

に
対
し
、
百
五
十
四
件
（
じ
・

八
％
）
の
減
少
と
い
う
成
米
を

収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
巾
民
生
洒
に
も

っ
と
も
関
係
の
深
い
窃
盗
犯
罪

は
、
千
七
百
六
十
三
件
で
令
休

比
の
八
几
・
四
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
、
あ
き
巣
は
、

二
百
三
十
一
件
（
侵
人
窃
盗
令

休
の
四
八
％
）
で
、
依
然
と
し

・
″
Ｉ
・
・
″
｀
・
・
・
″
｀
φ
一
ｅ
・
Ｉ
・
●
・
４
″
・
・

≫リ･.･≫≫･.･･≫*.･･≫≪.･.μ.･､≫り･.●･.･

の

り
・

を

日

Ｌ＿

に

て
ド
ロ
ボ
ウ
の
£
座
を
占
め
て
　
　
つ
ぎ
の
よ
う
な
幅
ひ
ろ
い
活
動

お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

　
ド
ロ
ボ
ウ
に
侵
人
さ
れ
た
状
　
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

態
を
見
て
み
ま
す
と
、
衣
出
人
　
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

口
か
ら
と
い
う
の
が
断
然
多
　
ｍ
　
戸
締
り
、
カ
ギ
か
け
を
徹

く
、
し
か
も
戸
の
闘
け
っ
放
　
　
底
し
よ
う

し
、
錠
な
し
、
錠
の
か
け
忘
れ
　
・
　
外
出
す
る
際
の
隣
家
へ
の

な
ど
が
二
百
五
十
五
件
（
五
三
　
　
依
頓
と
、
見
知
ら
ぬ
人
の
訪

９
）
も
あ
り
、
防
犯
上
ま
こ
と
　
　
閥
に
、
「
ひ
と
声
」
迎
動
を

に
寒
心
に
た
え
な
い
状
態
で
あ
　
　
　
進
め
よ
う

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泰
一
　
防
犯
当
番
制
を
火
施
し
て

　
そ
こ
で
、
木
年
は
、
あ
ら
だ
　
　
隣
組
単
位
の
防
犯
休
制
を
つ

め
て
「
か
ぎ
か
け
」
の
習
慣
化
　
く
ろ
う

を
徹
底
す
る
た
め
に
、
毎
月
十
　
　
　
　
　
　
（
岡
崎
警
察
署
）

五
日
を
「
防
犯
の
日
」
と
し
、

交
通
事
故
に
よ
り
父
や
母
を

　
な
く
さ
れ
た
児
童
の
調
査
を
行
な
い
ま
す

一
　
交
通
事
故
に
よ
り
父
や
け
を

」
な
く
さ
れ
た
、
十
八
才
未
満
の

宍
児
童
を
招
い
て
「
激
励
会
」
を

･･μ.>･f*t････.･･'u・.･り･
.･・1･･M・'

催
す
計
画
を
し
て
い
ま
す
。
つ

い
て
は
、
該
当
児
童
の
確
認
調

査
を
民
生
委
貝
に
依
頼
し
ま

す
が
、
も
し
該
当
世
帯
で
民
生

委
員
か
ら
問
い
合
わ
せ
の
な
い

場
合
は
、
地
区
の
民
生
委
員
の

か
た
に
一
月
三
十
‐
ま
で
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
訓
査
に
該
当
す
る
阻
帯

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
昭
和
三
十
年
以
降
に
出
生
し

た
児
童
が
い
る
つ
ぎ
の
世
帯

Ｏ
交
通
小
故
に
よ
り
保
護
者

　
（
父
、
ほ
）
の
一
方
ま
た
は
両

方
が
死
亡
し
た
枇
帯

㈹
交
通
小
故
に
よ
り
保
護
者
が

重
度
の
廃
疾
（
身
体
障
害
者
手

帳
の
一
級
ま
た
は
二
級
に
該
ｊ

す
る
程
度
）
の
状
態
に
あ
る
匿

帯　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
社
会
課

児
童
係
（
電
話
二
三
局
六
一
五

〇
番
）
に
お
閥
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
。

.･l･>･り･.'w･･M｀

自
分
本
位
を
捨
て
ゆ
ず
り
あ
い
で

運
転
者
は
、
車
が
見
え
る
か

ら
、
相
手
は
横
断
を
や
め
る
だ

ろ
う
Ｉ
歩
行
者
は
、
自
分
が

横
断
を
始
め
れ
ば
、
小
は
止
ま

っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
Ｉ
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
と
い
う
よ
う
に
、
お
互
い
が

自
分
本
位
の
考
え
で
通
行
す
る

か
ら
交
通
小
故
が
起
き
る
の
で

す
。

　
交
通
小
故
を
な
く
す
キ
メ
手

は
、
相
手
の
立
場
を
理
解
し
た

ゆ
ず
り
あ
い
の
気
持
を
持
つ
こ

と
で
す
。

（
岡
崎
警
察
署
）
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手
芸
特
別
教
室
を
開
設

　
岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館
で
は

手
芸
特
別
教
室
と
し
て
、
創
作

紙
人
形
教
竃
お
よ
び
絵
教
室
を

開
設
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
開
設
日
時

團
駒
子
創
作
紙
人
形
教
賞

　
一
月
二
十
三
日
、
午
前
十
時

圏
鹿
の
子
は
り
絵
教
室

　
一
月
二
十
五
［
、
午
前
十
時

　
開
設
蝸
所

　
岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館
（
伊

賀
町
字
峠
四
一
番
地
・
電
話
二

三
局
二
九
六
三
番
）

　
講
師

じLJしりし

‾'ti‾゛i゛

じJし_Jじ
ー－－一一

､し'J(

ti ‾n

_しJi

一一一

☆
俳
句
同
好
会

　
と
　
き
　
一
月
二
十
五
日
（

　
　
　
木
）
午
後
一
時
三
十
分

　
と
こ
ろ
　
市
立
図
書
館
第
二

　
　
　
閲
覧
室

　
テ
ー
マ
　
「
新
興
俳
句
と
人

　
　
　
間
探
求
」

　
指
導
者
　
鈴
木
勝
忠
氏

☆
「
お
は
な
し
の
会
」
と
「
か

　
み
し
ば
い
の
会
」

　
と
こ
ろ
　
巾
立
図
書
館
童
話

　
　
　
室
（
こ
ど
も
図
μ
館
）

　
平
林
一
代

　
会
費

　
材
料
火
費
佃
人
負
担
（
三
百

円
か
ら
）

　
参
加
資
格

　
市
内
在
住
、
も
し
く
は
在
勤

の
働
く
女
性
（
家
庭
の
主
婦
も

司
）

　
受
付

　
当
日
会
場
で
午
前
九
時
か
ｅ

受
付
け
を
行
な
い
ま
す
。

　
携
行
品

　
当
‐
、
次
の
も
の
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

・
創
作
紙
人
形
教
室
の
部

　
は
さ
み
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
木

　
工
川
ボ
ン
ド
、
黒
木
綿
糸
、

　
も
の
さ
し

・
は
り
絵
教
室
の
部

　
鉛
筆
、
の
り
、
は
さ
み
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と
　
き
　
一
列
二
十
五
日
（

　
　
木
）
午
後
三
時
三
十
分

テ
ー
マ
　
「
う
み
の
が
く
た

　
　
い
」
…
お
は
な
し

　
　
　
【
ぎ
ざ
み
み
う
さ
ぎ
】

　
　
・
：
か
み
し
ぽ
い

と
　
き
　
二
月
一
日
’
木
）

　
　
午
後
三
時
三
十
分

テ
ー
マ
　
「
こ
ぴ
と
と
ゆ
う

　
　
ぴ
ん
や
さ
ん
」
・
：
お
は

　
　
な
し
　
　
「
お
ふ
く
と
お

　
　
に
「
：
か
み
し
ぱ
い

. '|(~.

JC

. 'M" .

|I ‾t＼’‾li .'.

J'wJC-JL'.

一一一一一一●
　il 'ti"　li ..

☆
読
書
会

　
と
　
き
　
二
刈
七
日
（
水
）

　
と
こ
ろ
　
市
立
図
書
館
第
二

　
　
　
閲
覧
室

　
テ
ー
マ
　
「
花
川
み
」

　
指
導
者
．
杉
浦
時
秋
氏

☆
二
月
中
の
休
館
日

　
五
日
、
十
二
日
、
十
九
日
、

　
二
十
六
日
（
定
期
休
館
日
）

　
十
一
日
（
国
民
の
祝
日
）

　
二
十
八
日
（
館
内
図
ぷ
整
理

　
口
）

.,タ｡^*^〃･=■*■･-≪･－｀.^.-i*'ぺ･Ｗ・i～〃ノー丿〃‘^.^‘､･か

　
募
集
科
目
・
人
員

　
▽
機
械
Ｉ
　
三
十
名
（
高
卒

コ
ー
ス
）
▽
機
械
―
’
‐
三
十
名

▽
板
金
］
二
十
名
▽
溶
接
止
二

十
名
▽
電
気
工
事
ト
四
十
五
名

▽
電
気
機
器
＝
四
十
五
名
▽
塗

装
・
‐
三
十
名
▽
自
動
車
整
備
一
‐

三
十
名

　
訓
練
期
間

　
一
年

　
資
　
格

　
義
務
教
育
修
了
以
上
の
か
た

で
、
年
令
、
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
（
高
卒
コ
ー
ス
は
高
等
学
校

卒
業
者
の
み
）

　
申
込
期
限

　
三
月
二
十
五
日
、
た
だ
し
、

定
員
に
達
し
た
場
合
は
締
切
り

ま
す

　
選
　
考

　
随
時
行
な
い
ま
す

訓四入
練月
生上校
の旬
特
典

▼
学
卒
訓
練
生
に
は
、
無
利
子

六
ヵ
月
据
置
き
、
八
年
返
済
で

諸
資
格
の
取
得
と
勤
統
年
数
に

よ
っ
て
、
返
済
免
除
も
あ
る
育

成
資
金
貸
付
制
度
（
月
額
四
千

円
）
も
あ
り
ま
す
。

▼
授
業
料
、
施
設
利
川
料
等
は

無
料
で
す
。

▼
通
校
の
交
通
費
は
学
割
と
な

り
ま
す
。

▼
失
業
保
険
受
給
者
が
、
職
業

安
定
所
の
指
示
を
も
ら
っ
て
訓

練
を
う
け
る
と
き
は
、
訓
練
の

全
期
間
中
、
給
付
が
延
長
し
て

受
け
ら
れ
、
そ
の
う
え
に
手
当

が
加
附
さ
れ
ま
す
。

▼
四
十
五
才
以
上
の
か
た
、
農

業
転
職
者
等
に
は
所
得
要
件
な

ど
に
よ
っ
て
、
手
当
が
支
給
さ

溶接技術を習う訓練生

れ
る
こ
と
が
あ
ｈ
ソ
ま
す
。
職
業

安
定
所
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▼
本
校
の
機
械
、
金
属
工
作
、

自
動
車
整
備
の
訓
練
生
が
、
県

立
刈
谷
東
商
等
学
校
機
械
科
に

人
学
を
認
め
ら
れ
た
場
合
、
同

校
の
機
械
実
習
単
位
の
う
ち
十

単
位
が
訓
練
終
了
と
と
も
に
軽

減
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
他

　
人
校
時
に
教
科
書
、
作
業
服

な
ど
五
千
円
程
度
、
保
護
者
会

費
な
ど
が
負
担
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
寄
宿
舎
（
定
員
四
十

名
）
の
設
備
も
あ
り
ま
す
。

　
願
書
、
申
込
み
お
よ
ぴ
く
わ

し
い
こ
と
は
、
職
業
安
定
所
ま

た
は
愛
知
県
岡
崎
専
修
職
業
訓

練
校
（
電
話
五
一
局
○
七
七
五

番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
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心い1，

.臓ほ１

病どG.

の血４

人圧in

なを(，

どあt

にげし

もな　・

よ　い　う

い　じ

と　｀繭

で日li

す光

　゜と45

　直び:

　角｝:

　にU

　干，!:

　すに

　の呪

　が■ti

　コ　て

　ツ

八.｀’･／･.●･

い
も
の
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
軽
は
、
板
の
上
な
ど
に
の
せ
て
、

へ
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
寝
具
は
や
わ
ら
か
い
ふ
ん
い
い

¨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≒

Ｊ
　
反
対
に
、
下
に
敷
く
ふ
と
ん
き
の
も
の
を
　
　
　
　
　
　
　
｛

｛
は
や
わ
ら
か
す
ぎ
る
よ
り
、
適
　
ベ
ッ
ド
に
し
ろ
、
ふ
と
ん
に
″

’
当
に
堅
く
弾
力
性
の
あ
る
も
の
し
ろ
ヽ
寝
室
の
ふ
ん
い
き
は
た
Ｉ

?●,･｀･*･･･,･－≫"･I 〃。･･^･･,･・●゜≫･〃｡･l^jj ･･,･・*“･,^V..'･〃｡･゜，^･， 一
が
望
ま
し
く
、
毛
布
は
上
よ
り
い
せ
つ
で
す
。
ふ
と
ん
の
柄
や
Ｗ

も
下
に
敗
く
ほ
う
が
暖
か
い
の
調
度
品
は
で
き
る
だ
け
心
を
や
｛

で
す
。

　
済
潔
で
あ
る
こ
と

　
ふ
と
ん
は
寝
て
い
る
時
で

肢

わ
ら
げ
る
も
の
が
安
眠
で
き
ま

す
。

衛
生
関
係
の
「
」
」

　
　
お
知
ら
せ

　
健
令
に
発
育
す
る
た
め
、
最

も
た
い
せ
つ
な
時
期
で
あ
る
３

才
児
の
健
康
診
査
と
指
導
を
、

　
日
程
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

専
門
医
師
に
よ
っ
て
、
つ
ぎ
の

と
お
り
行
・
な
い
ま
す
か
ら
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

".〃'〃.心‘〃￥Ｗ〃〃＝〃心”－～･〃．≒･･

　
岡
崎
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
岡
崎
保
健
所
で
は
、
初
妊
婦
　
の
観
察
と
取
り
扱
い
お
よ
び
衣

の
か
た
を
対
象
に
し
て
、
生
ま
　
類
に
つ
い
て
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お

れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め

に
、
つ
ぎ
に
よ
り
母
親
教
室
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
内
　
容

　
▼
第
一
回
‐
り
映
画
（
う
ぶ
声

ｙ
高
く
）
、
妊
娠
の
生
理
と
妊
娠

″
中
の
異
常
ヽ
妊
娠
中
の
栄
養
ヽ

”
妊
娠
中
の
保
健
衛
生
と
諸
制
度

″
　
　

▼
第
二
回
‥
‐
妊
娠
と
歯
、
お

」

産
の
準
備
と
お
産
に
つ
い
て
、

｀
産
縛
と
家
族
計
画
、
赤
ち
ゃ
ん

区　　域 該当者 日　時 場　所

六ッ美支所管内

　六ッ美地区

昭和44年11月1 日
　　　　？

昭和45年１月31日
までに生まれたヵ
だ

　２月６日

午前９時30分

　　　？

　　Ｈ峙

を順

岩津支所管内

岩津、大樹寺、

恵田、細川、

奥殿の各学区

昭mi年11月in

　　　　？

明和45年１月31日

までに生まれたヵ

だ

　２月13ロ

午前9 峙30分

　　　？

　　11時

岩津支所

本庁管内

根石、梅園、
三島、六名、
連尺、広幡、
愛宕、井田学
区および常磐
地区

昭和44年II月

生まれのかた

２月20日

午後１時

　　１

　３時

岡崎

保健所

ふ
ろ

　
開
催
場
所

　
岡
崎
保
健
所
講
堂
（
康
生
通

り
西
）

　
日
　
時

　
一
月
十
八
日
（
第
二
回
）

午
後
一
時

　
二
月
一
日
（
第
一
同
）

午
後
一
時

　
二
月
八
日
（
第
二
回
）

午
後
一
時

２
月
中
の
健
康
相
談

パ
母
子
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
∇

　
老
人
成
人
健
康
相
談

　
▼
日
時
ト
５
日
・
1
2
日
・
1
9

日
・
2
6
日
、
午
後
一
時
～
三
時

　
▼
内
容
目
‐
血
圧
測
定
、
検

尿
、
．
食
小
、
生
活
の
相
談
〈
2
6

日
Ｖ
医
師
の
検
診
、
血
圧
測
定

検
尿
、
心
電
図

　
妊
産
婦
健
康
相
談

　
▼
日
時
＝
６
日
・
1
3
e
n
、
午

後
一
時
～
三
時

　
▼
内
容
＝
医
師
の
検
診
、
血

圧
測
定
、
検
尿
、
血
色
素
検

査
、
食
事
、
生
活
の
相
談

●－．

　
母
親
教
室

　
▼
日
時
＝
知
一
日
・
2
7
日
、
午

後
一
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

　
▼
内
容
ｈ
〈
2
0
日
Ｖ
妊
娠
の

生
理
、
衛
生
、
産
後
の
摂
生
、

そ
の
他

　
〈
2
7
日
Ｖ
お
産
の
準
備
、
赤

ち
ゃ
ん
の
衣
類
、
保
育
、
人

浴
、
そ
の
他

　
婦
人
衛
生
相
鮫

　
▼
日
時
＝
<
o
日
、
ヽ
午
後
一
時

～
三
時

　
▼
内
容
＝
家
族
計
画
、
そ
の

他
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２
月
中
乳
幼
児
健
康
相
談

岡
崎
市
衛
生
課

　
３
ヵ
月
児
・
６
ヵ
月
児

　
▽
健
康
診
断
（
測
定
お
よ
び

一
般
指
導
も
含
む
）
受
付
＝
午

後
一
時
～
二
時

　
▽
体
重
・
身
艮
測
定
な
ら
び

に
育
児
・
栄
養
相
談
　
受
付
‥
Ｈ

午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

　
た
だ
し
、
冨
田
病
院
、
細
川

小
学
校
の
受
付
は
午
後
一
時
～

二
時

場　　所 健康相談日 区　　　　域

明大寺本町

赤十字センター

６日 三島根石学区

，20日 六名学区

南部公会堂
７日 岡崎学区

14 Fl 羽梅学区

矢作農協会館
21日 矢作南、北、西学区

28日 矢作東学区

　母子老人保健セ

　ンター（伊賀町
石神元種鶏場跡）

１日 井田学区

８日 愛宕梅園宇区、常磐地区

15日 大樹寺学区

保　健　所
２目 凍尺学区

16日 広婦学区（能見含ひ）

大平町辻中公民館 9?日 男川学区、河介地区

美合町本間柔道館 27日 美合心谷藤川学区

本宿町冨田病院 13日 木店山中学区

福岡会館 ９日 福岡学区

岩津支所 23日 岩津、恵田学区

六ッ美支所 26目 六ッ美地区

細川小学校 5li＼ 細川奥殿学区

･－･･･,へヽ",ず・･●''･x-･●ヽ･－¨●,*●.●･･^･,･－･･,ず●,≫'‘^'｡･－●''･〆●.･゜*ta*'･.・N､･''／り●｀S^'･,'｀・･■･.八.･゛･／･,'^゛･,･へ.･･1〃･,.'Wlll､へ.｀゛j〃･,･'^''･･へ。'･,”｡*･Ｗ･･..へ≫･'･

｜

箆 吏返

く汝
- 妙

翌 ^ φ

おり●1 を

４ かｉ 侶
四脚か
幽丿胞匯
ぺ砂ｉ 脊
ｚ Ｆ

憲
略き を
-ー 苓

翌
転々１

纒｜∃E

略１ 寸

畿斑
心１１砂

φ 把y 泰
ヌ 吊

ぶ 菱

ぷ ｆ 谷

　
該
当
者

▽
第
一
期
ｈ
昭
和
四
十
七
年
四

月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
七
年
九

月
三
十
日
ま
で
に
出
生
し
た
か

た
、
お
よ
び
昭
和
四
十
七
年
三

月
三
十
一
日
以
前
に
出
生
し
た

か
た
で
第
一
期
の
百
日
せ
き
・

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
混
合
を

受
け
て
い
な
い
か
た
。

一　'-n

､＿」　　●「

、
第
二
期
‐
‥
昭
和
四
十
六
年
十

一
月
三
十
一
‐
以
前
に
第
一
期

・時間および場所期日

百
日
せ
き
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
混
合
を
完
了
し
て
い
る
か

た
。

▽
第
三
期
卜
昭
和
四
十
八
年
四

月
に
小
学
校
へ
入
学
予
定
の
か

た
。

た
だ
し
、
幼
稚
園
、
保
育

園
の
在
園
児
は
除
く
。

　
料
金
　
無
料

　
接
種
で
き
な
い
か
た

山
有
熱
患
者
、
心
臓
血
竹
系
、

jt ま垂

《惣 春
・tjこ

吟1川m^iy

で螢 か
ｊ 匯

伊 φ
『 妙

Ｊ『 苓

４１ φ

ぷ 紺菱
７

｜
苓

ま
生

胴 が Ｗ

需
禰 か 嶮

腎
臓
ま
た
は
肝
臓
に
疾
患
の
あ

る
か
た
、
糖
尿
病
患
者
、
脚
気
患

者
、
そ
の
他
医
師
が
接
種
を
行

な
う
こ
と
が
不
適
当
と
認
め
る

疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
か
た
。

圓
病
後
衰
弱
者
ま
た
は
栄
養
障

害
者
。

倒
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
ま
た
は
け

い
れ
ん
性
体
質
の
か
た
。

　
接
種
後
の
注
憲

田
　
接
極
当
日
は
人
浴
で
き
ま

せ
ん
か
ら
、
前
日
入
浴
し
て
く

だ
さ
い
。

②
　
接
種
部
位
が
赤
く
な
っ
た

り
、
痛
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
あ

り
、
軽
い
だ
る
さ
、
頭
痛
、
発

熱
、
さ
む
け
等
を
覚
え
る
こ
と

が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
通
常
二

～
三
日
中
に
は
特
別
の
処
置
を

し
な
く
て
も
し
だ
い
に
消
退
し

ま
す
。

月　日

時　間　お　よ　び　場　所

午前i時
　　～11時30分

午後１時30分～３時30分

午後１時30分
　　～2時30分

午後３時― 4時

２月８日 岩津支所
葵　農　協
奥殿出張所

細川小学校

２月９日
大平辻中
公　民　館

山中小学校 心谷小学校

２月12日

午前９時30分～10時15分中之郷町浄妙寺

午前10時45分～11時30分六ツ美中部小学校

午後１時30分～2時30分六ツ美南部小学校

午後３時00分～4時00分六ツ美北部小学校

２月13日
美　　　晋
平地中公民館

本宿小学校 藤川小学校

２月14日
伊賀町母子老人

保健-t ンター
伊賀町母子老人保健センター

２月15日 甫部公会堂 南　部　公　会　堂

２月16日
明大寺本町

赤十字センター
明大寺本町赤十字センタ-

２月17 日 大樹寺小学校 べ
２月19口 福岡会館 六　名　小　学　校

２月20a 矢作東小学校 矢作北小学校 矢作酉小学校

２月21日
伊賀町母子老人
保健-t >-ター

伊賀町母子老人保健センタ-

２月22日

午･前９時30分～9時50分生平　公民　館

午前10時10分～10時30分衆梨　小　学校

午前11時10分～11時30分岩中町生産組合倉庫前

午後１時30分～1 時50分滝町仁王門前

午後２時10分～2時30分米河内公民館

午後３時10分～３時30分恵　田　公民　館

２月23日 矢作南小学校 中町７丁目公民館

２月14日のほ子老人保健センターは愛宕・梅園学区を対象

２月15日の南部公会堂は岡崎・羽根学区を対象

２月16日の赤十字センター,は連尺・三島学区を対象

２月21日の母子老人保健センタ-は井田・広幡学区を対象



市・県民税（４

期分）・国民健

康保険料（4期

分）の納期限は

1月31日ですが

　今月は、市・県民

税（4 期分）・囚民

健康保険料4期分）

の納期です。｡

　お忘れなく１月31

日の納期限までに納

付くださるようぉ願

いいたします。

　ただし、納税組合

へ納付されるかたは

各納税組合で決めら

れた収納取扱目に納

付ください。

無医地区の健康相談

-

12 -

相談内容　　保健指導、血圧測定、検尿、血色素検査、心電図（医師の診察日）、その他。

従事者　　保健婦３名。なお、２月23日、28日は医師の診察もあります。

日程はつぎのとおりです　　　　゛

日　　　　　　時 場　　　　所 区　　　　域

２月8日 午後１時　～　４時 生平小学校 生平小学校区

２月9i;i 午後１時　～　４峙 真伝町総代宅前 常磐小学校区

２月14日 午後１時　～　４時 秦梨小学校 秦梨小学校区

２月15日 午後１時　～　４時 忠田町公公堂 恵田小学校区

２月21日 午後１時　～　４時 藤川　辿絡所 藤川小学校区

２月22日 午iiIJ9峙30分～12時 小丸町公民館 常磐東小学校区

２月22日 午後１時　～　４時 新居町公民館 常磐東小学校区

2 月23日 午後１時　～　４時 大井野町源光か 常磐南小学校区

２月28川 午後１時　～　４時 竜谷連絡所 竜谷小学校区

２月中

　　　　　　　　　　　　　　　岡崎市医師会　電話22-1143番

緊急当直担当時間一休日　午前９時～12時、午後２時～6晦

４　　日　’ １　１　日 １　８　日 2 5日

窃

尤

は
小箭

オ　I＼　ラ医院
　　(中町)
　'/Ii,活21-6308番

斉　藤　医　院
　　鴨111)
　亀,i?i22－2167番

柱　診療所

　　　(柱)　氾話51－4076番

山　本　医　院
　　(明大寺)
　凭話2i-ou壽

山　下　臥　院
　　(井田1)
　'.U話21－3662番

杉　鴻　医　院
　　(羽根)
　電話51－1735番

水　野　医　院

　　(fifj大寺)　氾話21－0339界

吉　剛　医　院
　　(宇ui)
　昿.T?i31－5110番

岩　瀬　医　院
　　(fci岡)

呪師51－9036番

中　ﾘk　病　院
　　(康牛巾)
　Vtr話22－7505界

カミヤ吠院
　　(矢作)
　■iU,]S31－3376界

共　立　病　院

　　(羽根)電話51－1427番

外

科

■渡　会　医　院
　　　(六地蔵)　電話21－8208番

別　府　医　院

　　(鴨田)電話22－4139番

中　西　医　院

　　（伊賀７）　皿話22－3I81界

林　　病　院
　　(伊貿)
　電話23－522界

ｌ 長　坂　病　院

　　(矢作橋)　皿話31－3170番

加　藤　病　院
　　(明大寺)
　電話21－3251番

内　川　病　院

　　(康生南)　心話2i－5i7i番

柿　沼　臥　院
　　(康生南)
　電謡21－5357番

皮霖
橋　本　医　院

　　(康生南)
電話22－3497番

松　本　医　院

　　(元能見丿　電話21－6306番

みしま医院

　(康生nil)氾話21－1648番

荻　須　医　院

　　(篭田)　電話21－0781番

:m
山　本　病　院

　　（連尺1）
電話21－0359番

中　村　医　院

　(六供)

電話no nAC0番

中　西　医　院
　　（伊m 7）

電話22－3181番

中　野　医　院
　　（木町3)
　電話22－Q2&番

眼

科

南　部　医　院
　　(羽根)
　電話51－5334番

伊　藤　医　院
　　(亀井1)
　匙活21－3313番

岡　田　医　院

　　(八幡Dffi話21-0134界

尿　村　医　院
　　(m生東)
　電話21－0326番

歯科は歯科医師会館（六供）電話21－0501番　午前９時～12時

　
　
昭
和
四
十
八
年
一
‐
月
一
‐
か
ら
、
休
‐
緊
急

　
当
直
批
肖
時
間
が
、
従
米
の
二
十
四
時
間
批
「

　
　
（
休
‐
の
午
前
八
時
か
ら
翌
朝
の
午
前
八
峙
）

゛
か
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、

　
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
、

　
改
正
表
示
時
間

◇
休
日
　
午
前
九
時
～
十
二
時

　
　
　
　
午
後
二
時
～
六
時

　
　
　
　
（
昼
間
二
時
間
休
憩
）

⑧
休
日
緊
急
当
直
担
当
時
間
が
変
わ
り
ま
し
た
。
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